B2DESL%Z THHELSLC ZLL BONMI BT LTVWERLS IS,

OKINA no MORI
2026.4A%Tl S Vol.81

HMOARD R TIHERBEHRECLHIEENTHN. FERK - FIBE
Bk X Zw IJOXREDEDMmMAICED £ LT
EEIRORIFSE20AEEZ LR FY, AFcBXE Y TIE Fiflci
Pz LT ah's TEEHs LTl 25N3 R, IRTD
CHIBERNREL B RAIREDCDZBIELTVWE XY,



OKINA NEWS

w477 92026 HEHFZa1—R  SRNG

& Thanks 2 0 years OKINA no MORI ;f: fb
2026 3 A1H. SSTEOMIF20AFEZE DR F LTz, oxmnswnn's

4

-‘; CHAER. CREDHLETF. HHDH LT E. ELTHRAXIX TN TLIEE.
OO TUREVWEZETHDHLET I DEDRSEHAL L(FF T,

MO B LS HICFRUMUTZV ] tb\DEU¥%(DMb\7J\b;’x“Ib?’cCG)ﬁEE’x“‘C‘\

MEBE TZEODASLIZEXRYICTENE] ICADBATEE LI,

CNFITER>EBESCEADHE. —BLIE"HETLSLI"NDCITNDD T,

PEENLELY—EXDRHESBITVZLE T,

20BAFEE. FREFEEBR. CNHSE. HETHOMHE [BIK CE(CHEDDETBIHA |
TAEEZDUTELCVEEITBIBR] ZRIDHITTUEE T,
CNMSE ESTLBULIBRLLELE T,

EASBESERELELRE &

BESTEOMTIE. FEDEDDBICEAZHRESZRELT T, SFEERENRSNMUL. FAER
FRT—V. (THRELEEBRRMLUI LI, T XKEHMRXREETONKERS LUE— ﬂbﬁ%é
NFLR. TFRFEONEEHSLTES) EVVSRO—AYOEEC 1. EBHEE (EEMDOB L E X
WE) 2. AMBR - AFIL7 v THE 3. EEMEDN 7 v & Z KBE&E2025~2030F N A HE
ELT. BAXB v T, ONE TEAM (D F—1) with ONE HEART (DV/\—F) OEBEEZGH
BICRDBATELDET !

TTY—EXQRESETERN S EAED

FIY—ER0 (L) - [TRB] AROEHD, BREARAT. SEADDESIHNFE LR,
[EHOEE N5 EA L EBLT. BEBATIVERL, BECLIF T3 ETONMEDDIR
&7 (Y- CRERBNBRATRO@HE UL, Z2INT DEBLORLSE AL EFDFE LI,

SREEZAR— L\G)AEEH LIAFH IS D LN T Omal, buiia 4 Bre LAGBETY, )
BRIBEZAR—LITLOMTE. CABZRIINTULIANSOCHAEZ(INHNIFTVE T,

MEEEEOARBLOODE? | TELAATHSHENEEESNZOAL? | EBRENTNSS f
£. LIEIICHAS CBEDIEESS5EIH HoTOETOTUD TERLAHTLETT | )
B0 SRBCSMELTE Ve epmuant : BUBESAT—LESEOH ?

EBEES :093-471-1030 i\ b g
emExE  m) ‘/%‘» #

7z




%‘x B 3 f&: E *u 1~3BDITECHEALADEF%E THRE D

gp=~mg IFAlEEZBAR—LIEZXY e
L% AR R I
k; i " \u o, 35‘?:3@'_{ E %

6.7.8TEHTIE. 2HDHHEBTE/NLYIT
VFr—&EWVWSCET. FIAL—FTJxVFT2
THBELLWeLFE LR, H—AlF. 8 5RICTE
5N, T5—AGEHF. 100FEL5SNFL
lZo SETERDEOTESTLRENESEE
LELes. TROLCEF>MDTURE] iww
&£ ZlLTE&E Tchns, ES5—KANE
B! 1 ENRUOBERFBEVZIEZTFT LR,
RE(CHHTESCTVTET,

£l

8o B5ZBHED | ENs55LEF
78TEHERTHE7KHMEEDI UL, 52<5  23TETE. WDENBEERANLED(C &
BQ(CHRENMDEKRLVWEHFTUR | £thTES WS ET. 55ULFAMEDHEELIIVID
EILECBNMUNDOLTSTT, So<5ER  BAOEE., T—FDKSICEDAHIFLTUER
S5HVNIVE FAE. HEBRLZSTY ! =F L, —BE<BENERBIITCT ~
BOEBEHPDICLEDZESTT,

ﬁ 3] V3—hATFTIEXY aius ©
g ] D! FRIDED HERDILK D

| BA. FEETEREVELTLET,
| SEEHOEERITTROETIERLFL
2o FMRAATVET R, SEFHTTEM
SNEZHEBHEPNCTETELLED L
TLZ, BICHZEBERREELSTT,

AHE. 3HA3AMROTITVET, OE—(CEH S
2Y 7 BN EBIBL. BSADBEIRY LEHOTH
FT, YI—RXTATIE. FWRNSHTET, WBIT
BRALEDF LR, MSARELOWOEED~d) &0 1w &
E—0O2(LVWCESETHSE, BREFHFEDSE. K 4
BIBEHDFE LIzA(ND



HT
PN k‘#‘““L&

4ﬁ§%§ Aﬂmﬁmthb"

b

ganAa(E. :%IEEEE(L%_L_CT%JE/G(Q}%ﬁo

BABEZEIDE. BTFTOXRBA—KICER(C,
TERTENEK] TCo>BEAVT~! ] & RRICE
PRORVWRBRESTIIIC, EVWEEBEMERT. S

FEEABRD ERODEDEHED T U,
BB ABENSEHE ip

Gad

\J
T EEEE a2z

mIm - ﬁtk%éﬁté Bbhait\m
MBFODEFICLVTRLELEDILKHELTVLET, B
Dix%E TFEE) (CBIT. BYPEORBREEELHZ
I, AR, EHEBOITZHO" B0 EEE, BFD
NERUBOEETELD T LI,

Bt 30DF 15— tZTJDme

YL 4 {tﬁ%f 7
*"Nt i\\ Y SYFNAL*VY
5&>UDERLESVFTY
FIC—EBOSYFNTFITEAARTI, FIM—F
(CHFECPIEISALEREDEDTT, T£5H
Euoﬁujt umbbﬁ&bDHW@t@$no

’m%'

3EED 1 EREE L THMLEIRER | SEIE. Ko
HIZLT7E100MYavIICiToTEF LI,
BRELOND U< DEEHTH— v, ZERE
RE SBHTUNELICHREN ST (FE . BRI
HEDHBRTENoRENTET LIz,

WALKING LAB

OKINA de ARUKU |Fisw mzm |
5]

OKINA no MORI

o HES & iéﬁtg’f&:ﬁ&

1/5CHER=RE
LE UL,
BEVWPLEXRPFIR |
J—L. #5lE5— ;
LET. SEAICE [
FoeBEREZHANL |
TWErEEF LR,
SEEE L BFE
BHLT. KEHS "
nN3REEHFBCL
<&V,

HTEDOHRIZELD Vol.81

Eh &
BRHERILIZEBBEANSDOD « -8

FOKINAde SERBFEE T !

BRMORFH

- 2 . PO TERFENE
S BEROM. KL THENTIS—LARELE LR,

)—FT5RBMFEZDF+ Y XEHD T,
EInxLr!

I ASBIEASTRE thMNf/NEERKFESF4 5 5FMND3 5 TEL 093-471-1030 / FAX 093-471-0694

HELDOHDR—
HETEOHTRREL TSV !

LR=J0TAT, 1 VX TSLTIE. BROKRFOITEORESEMITEHRL LI T,



	日々の暮らしを「 あなたらしく、楽しく、穏やかに 」過ごしていただくために。
	だより
	桜の木の下では連日写真撮影やお花見が行われ、住民様・利用者様、スタッフの笑顔の花も満開になりました。 おきなの杜は今年２０周年を迎えます。私たちスタッフは、新たな挑戦をし続けながら「おきならしさ」を忘れることなく、すべてのご利用者様が快適だと思える環境づくりを目指していきます。
	　OKINA NEWS　


	おきなニュース　
	2026
	SPRING
	Thanks　２０ years OKINA no MORI
	2026年３月1日、おきなの杜は20周年を迎えました。 ご利用者様、ご家族のみなさま、地域のみなさま、そして日々支えてくれている職員、 関わっていただいた全てのみなさまへ、心より深く感謝申し上げます。 「地域のみなさまに恩返しがしたい」という創業者の思いから設立したこの施設で、 私たちは「その人らしさを大切にする介護」に取り組んできました。 これまでとは違うことへの挑戦、一貫した“おきならしさ”へのこだわりで、 お客様へ上質なサービスの提供をお届けいたします。
	２0周年は、まだまだ通過点。これからも、おきなの杜を「働くことに誇りが持てる場所」、 「人生を安心して託していただける場所」 を創り続けていきます。  これからも、どうぞよろしくお願いいたします。

	法人全体集会を開催しました
	毎年おきなの杜では、年度の変わり目に法人全体集会を開催します。今年も全職員が参加し、法人理念、年間テーマ、行動規範などを再認識しました。また、永年勤続表彰も行われ表彰状および金一封が贈呈されました。「未来の介護をおきなで創る」というスローガンのもとに 1．業務推進（生産性の向上と業務改善）2．人材育成・スキルアップ教育 3．地域貢献度のアップと三大目標を2025～2030年の中期計画として、我々スタッフは、ONE TEAM（ワンチーム） with ONE HEART（ワンハート）の意識を持ち業務に取り組んでまいります！

	デイサービス＆特養合同で伝統のうどん作り
	デイサービスの「文化村」・「元気塾」が中心となり、特養と合同で、うどんづくりをおこないました。「伝統の復活！かけうどん！」と題して、粉を踏んでコシをだし、麺棒で広げて切るまでのかなりの工程をデイサービスと特養が合同で取り組みました。シンプルで、のど越しの良いうどんに仕上がりました。

	特別養護老人ホームの入居申し込みについて
	（※原則、北九州市は４月が申し込み月間です。)
	特別養護老人ホームおきなの杜では、ご入居を検討されている方からのご相談を受け付けています。「順番待ちの人が多いのかな？」「申し込んでから随分待たされるのかな？」と思案されている方も、以前に比べると特養の順番待ちは少なくなっていますのでいつでも申し込み可能です！ ぜひ、お気軽にお問合せください。
	6.7.8丁目では、２月のお誕生日会をバレンタインデーということで、チョコレートフォンデュでお祝いいたしました。お一人は、８５歳になられ、もう一人は百寿、１００才となられました。今までを振り返ってどうでしたかとお聞きしましたら、「良いことばっかりでしたよ」と、そして抱負は「これから、もう一花咲かせる！」と力強いお返事をいただきました。
	本当におめでとうございます。


	おきなの杜 ３つのデイサービスだより
	節　分
	ちょっぴり贅沢なランチです
	今年の鬼は大忙し！！
	年に一度のランチバイキングは大人気です。お皿一杯にお寿司やエビフライなど色とりどりです。「もうお腹いっぱい」と言いながらもおやつは別腹ですよね。
	節分の日は、紅白玉を豆に見立てて鬼退治に挑戦。  鬼が登場すると、皆さまの表情が一気に真剣に。 「逃がさないよ」「こっち向いて〜！」と、次々に豆が飛び交い鬼もタジタジに。笑いと歓声が絶えず、今年も大盛り上がりの節分となりました。
	外出訓練

	セルフレジも何の其～
	　園芸教室

	菌ちゃん農法が５年目を迎えました！
	3月より１年企画として外出訓練再開！今回は、ドラッグストアと１００円ショップに行ってきました。 商品をしっかりじっくり見定めてカートイン。普段は決まった場所でしか買い物に出来なかったけど、便利なものが買えてよかったとのことでした。
	無肥料・無農薬で植物を育てる“菌ちゃん農法”で、虫が寄りつきにくい元気な土づくりをしています。自分の鉢を「箱庭」に見立て、植物との時間を楽しみます。本日は、花数を増やすための“摘心”を実施。 春の訪れを感じるひとときとなりました。
	「OKINAde 　　　甲子園」
	新年会
	完封勝利を飾った！白熱の投手戦
	笑顔と健康にあふれる一年に～
	1/5に新年会を開催しました。 福笑いや巨大羽子板ゲーム、綱引きゲーム等で、お正月になまった身体を動かしていただきました。今年も楽しく身体を動かして、笑顔あふれる時間をお過ごしください。
	春の甲子園が白熱していましたが、アルクでも甲子園の雰囲気の中、ボールで的を当てるゲーム大会をしました。 なんと、リーチで５点追加!逆転のチャンスもありです。 接戦を制した優勝者へトロフィーが贈呈されました‼
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